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両面接着テープ 

No.5635 
 

 概 要                               
 

No.5635は、薄手のポリエステルフィルム基材にアクリル系粘着剤を塗布した 0.15mm 厚さの両面接着

テープです。曲面への追従性にすぐれており、加工性も良好です。 

 

 

 テープ構成                             

 

 

 

 

 

 

 

 特 長                               

 

●粘着剤層が厚く、曲面への追従性にすぐれております。 

●各種被着体に良好な接着性を示します。 

●ハロゲンフリー※タイプです。(※塩素系化合物を故意に使用しておりません。) 

●RoHS指令１０物質を使用しておりません。 

 

 用途例                               

 

●携帯電話の窓パネルの固定 

●各種電子部品の固定 

 

 

 対応可能サイズ                             

  

テープ厚(mm) 幅(mm) 長さ(ｍ) 

０．１５ ２０～１，２００ １００ 

詳細は、弊社営業担当者までお問い合わせください。 

 

No.5635 

【テープ厚：0.15 ㎜（はく離ライナーを除く）】 

アクリル系粘着剤 

ポリエステルフィルム（＃12） 

アクリル系粘着剤 

はく離ライナー(紙基材) 
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 特 性                               

 

●180°引き剥がし粘着力 － 被着体別 

 

 

 

 

 

 

 

〈試験方法〉 

 

   

  

 

                                  

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

被着体 No.5635 

ＡＢＳ板 16.0 

ポリプロピレン板 14.8 

ポリアセタール板 10.6 

ポリスチレン板 17.5 

アクリル板 19.0 

ポリカーボネート板 18.5 

ガラス板 19.0 

ステンレス板 19.0 

アルミニウム板 16.0 

ポリエステルフィルム 19.0 

ポリイミドフィルム 16.5 

(単位：N/20mm) 
裏打ち材：PET#25 

圧着  ：2kg ローラー1往復 

引張速度：300mm/min 

引張角度：180° 

測定温度：23℃ｘ50%RH 

PET#25 

被着体 

No.5635 
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 特 性                               

 

●180°引き剥がし粘着力 － 温度別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

●耐反発性 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

温度 No.5635 

０℃ 20.3 

１０℃ 19.6 

２３℃ 19.0 

４０℃ 17.1 

６０℃ 15.5 

８０℃ 13.9 

 No.5635 

浮き高さ 0.5 

(単位：N/20mm) 
裏打ち材：PET#25 

圧着  ：2kg ローラー1往復 

引張速度：300mm/min 

引張角度：180° 

測定温度：0℃、10℃、23℃、40℃、60℃、80℃ 

各温度下で貼付け→各温度で測定 

被着体 ：ステンレス板 

(単位：mm) 

ｱﾙﾐﾆｳﾑ板(20㎜幅、0.5㎜t)にﾃｰﾌﾟを貼り付

け、はく離ﾗｲﾅｰを剥がし、被着体のABSに貼り

付ける。左図の状態で70℃×24時間放置した

後、端部の浮き高さを計測する。 

 ｱﾙﾐﾆｳﾑ 

被着体 

ﾃｰﾌﾟ 70℃×24時間後に 

浮き高さを測定する 
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 特 性                               

 

● 保持力 

 

 

 

      

 

 

 

 

●せん断接着力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●180°引き剥がし粘着力 － 圧着力別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 No.5635 

ズレ距離 0.4 

 No.5635 

せん断接着力 560 

圧着力 No.5635 

０.１ｋｇ 16.3 

０.５ｋｇ 18.5 

２ｋｇ 19.0 

５ｋｇ 19.2 

No.5635 

PET#25 

ｗ 

ﾌｪﾉｰﾙ樹脂板 

〈試験方法〉 

(単位：N/20mmx20㎜) 
被 着 体：アクリル板/アクリル板 

圧着  ：5kg ローラー1往復 

テープ面積：20mm×20mm 

引張速度：50mm/min 

測定温度：23℃×50％RH 

測定方法：試験片を作成し、30 分放置後、せん断接着力を測定。 

〈試験方法〉 

アクリル板 

No.5635 

 

アクリル板 

引張速度 

50 ㎜/min 

 

（単位：N／20mm） 
裏打ち材：PET#25 

引張速度：300mm/min 

引張角度：180° 

測定温度：23℃ｘ50%RH 

 

〈圧着条件〉 
※0.1kg、0.5kg、2kg、5kg 

ローラー1往復 

(単位：㎜/hr) 
測定温度：40℃ 

貼付面積：10mmｘ20mm 

荷 重 ：4.9N（500g） 

被着体 ：フェノール樹脂板 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

０.１ｋｇ ０.５ｋｇ ２ｋｇ ５ｋｇ

粘
着
力
[N
/
2
0
m
m
]



 

No.5635 10-P-0140_J (5/6) 

 

 特 性                               
 

 ●貼付け後の 180°引き剥がし粘着力 － 上昇性 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

●押圧接着力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経時 No.5635 

０.５hrs 19.0 

４hrs 19.2 

１２hrs 19.3 

２４hrs 19.6 

４８hrs 19.9 

７２hrs 20.1 

 No.5635 

押圧接着力 115 

(単位：N/20mm) 
裏打ち材：PET#25 

圧着  ：2kg ローラー1往復 

放置環境：23℃ｘ50%RH 

引張速度：300mm/min 

引張角度：180° 

測定温度：23℃ｘ50%RH 

被着体 ：ステンレス板 

(単位：N) 
 

・アクリル板  ：30mm×40mm 

・ﾃｰﾌﾟｻﾝﾌﾟﾙ   ：2mm幅の額縁状 

・ABS 板の開口径：13mmφ 

・圧着     ：5ｋｇローラー1往復 

23℃ｘ50%RH にて 30 分間放置後、直径

10mmφの押し子でアクリル板の裏側

（ABS 板側）から 5mm/min の速度で押

し、アクリル板が剥れた時の強度を測定

する。 

ABS 板  ｱｸﾘﾙ板 

ﾃｰﾌﾟｻﾝﾌﾟﾙ 

押し子(10mmφ) 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

０.５hrs ４hrs １２hrs ２４hrs ４８hrs ７２hrs

粘
着
力
[N
/
2
0
m
m
]



 

No.5635 10-P-0140_J (6/6) 

 

 

 特 性                               

 

●180°引きはがし粘着力－貼付後、各環境下にて養生（耐久性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条 件 No.5635 

初期(23℃/50%RH×30min) 19.0 

－３０℃×３０日 19.6 

８０℃ 

１日 22.5 

７日 23.3 

１４日 24.7 

３０日 25.9 

40℃/92%RH 
１４日 19.8 

３０日 21.3 

６０℃/９０%RH×３０日 23.8 

ヒートショック[100 ｻｲｸﾙ]※１ 24.3 

ヒートサイクル[40 ｻｲｸﾙ]※２ 22.9 

(単位：N/20 ㎜) 
被着体 ：ｽﾃﾝﾚｽ板 

裏打ち材：PET#25 

圧着条件：2kg ﾛｰﾗｰ１往復 at 23℃/50%RH 

養生条件：左表参照 

引張速度：300 ㎜/min 

引張角度：180° 

測定温度：23℃/50%RH 

 

 

※１：ヒートショック条件 

 [-40℃×30min ⇔90℃×30min]×100 ｻｲｸﾙ 

 

※２：ヒートサイクル条件 

[-20℃×6hr⇒(1hr)⇒60℃/95%RH×6hr⇒(1hr)⇒] 

×40 ｻｲｸﾙ 
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 使用上の注意                            

 

●被着体の表面の油分・水分・ゴミなどは、きれいに除いてください。 

●感圧性粘着剤ですので、圧着はローラー・またはプレスにて十分行ってください。 

圧着が不十分な場合、特性及び外観に影響を与えます。 

●凹凸面や歪みの大きいものにはきれいに接着しない場合があります。できるだけならしてください。 

●貼り付け後数時間はテープに大きな力がかかる置き方や使い方は避けてください。 
 

 

 保管の注意                             
 

●必ず箱に入れて保管してください。 

●保管場所は直射日光の当たらない冷暗所を選んでください。 
  

安全上の注意                            

注  意 
●使用に際しては、本製品が用途(目的・条件)に適応するか、十分検討の上、ご使用ください。 

  被着体や貼りつけ条件によっては、はがれたりする可能性があります。 

●事故につながる可能性がある場所などに使用する際は、他の接合方法と併用してください。 

2025 年 4 月発行   
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